
  
  接ぎ挿しによるイチジク「キバル」台接ぎ木苗の早期育苗

法

  誌名 福岡県農業総合試験場研究報告
ISSN 13414593
著者名 牛島,孝策

朝隈,英昭
村本,晃司
草野,成夫

発行元 福岡県農業総合試験場
巻/号 32号
掲載ページ p. 76-80
発行年月 2013年3月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



76 福岡県農業総合試験場研究報告 32(2013) 

接ぎ挿しによるイチジク「キバルj 台接ぎ木苗の早期育苗法

牛島孝策*・朝隈英昭・村本晃司・草野成夫

イチジク株枯病にほ場抵抗性を持つ台木品種「キパル」を用いて，接ぎ挿しによる接ぎ木苗の早期育苗法を検討し
た。長さ 20~25cmの台木「キパル」の休眠枝に，穂木品種を 1芽で接ぎ木し， 3月下旬~ 4月下旬に挿し木すること
で，新梢長 120~ 150cm，基部径16mm程度の首を 1年間で効率良く育成できた。接ぎ挿し首は，苗木の育成に 2年を要
する揚げ接ぎ苗に比べると，乾物重が劣るものの，既存の苗木生産法である挿し木苗とほぼ同等の生育量となった。イ
チジク接ぎ木苗の早期育苗法として，接ぎ挿しの実用性は高い。

[キーワード:イチジク，キパノレ，接ぎ挿し，早期育苗]

Shortening of grafted nursery period by nove1 method of cutting gra食offig (Ficus carica L.) rootstock cu1tivar ‘Kibaru'. USHIJIMA 
Kosaku， Hideaki ASAKUMA， Koji MURAMOTO， and Nario KUSANO (Fukuoka Agricu1tura1 Research Center， Chikushino， Fukuoka 
818-8549，Japan) Bull.Fukuoka Agric.Res.Cent. 32 :76-80 (2013) 

In an a町 mptto shorten the grafted nぽ seryperiod， a cu仕inggraft experiment using the rootstock cultivar 'Kibaru' resistant to 
Ceratocystis canker was carried out. A sing1e dormant node of scion cultivar was grafted onto 20-25 cm of dormant wood of 
rootstock cultiva:τ， and grafting twigs were cut from 1ate March to 1ate April. The shoot in the current year's growth was sufficient， 
varied in 1ength over 120-150 cm， and had a basa1 diameter of 16 mm. The size ofnursery stock using the nove1 method of cutting 
graft was equa1 to that for the previous method of cutting， and it shou1d be possib1e to obtain rising nursery stock within one year. 

[Key words : cutting graft ， fig，‘Kibaru'， shortening of grafted nursery period ] 

緒言
イチジク (FIcuscarica L. )は，果樹の中では結実

開始や成園化が早く，栽培管理が容易であることに加え，
販売環境も比較的好調で、あることから，水田やミカン園

からの転作が進められ， 1980年代後半以降に栽培面積が
急増した。しかし，その一方で樹齢20年生以上の老木が

増え，樹勢低下等の問題が発生し，改植更新も進められ
ているが，連作障害や土壌病害である株枯病の発生によ

り更新が困難な園も増えている(原田 2012，細見
2012)。
福岡県におけるイチジクの栽培面積 (2010年)は，

135.5haと全国第 2位であり，品種構成は「蓬莱柿」が
43%， iとよみつひめ」が34%， i桝井ドーフイン」が

23%となっている(福岡県 2012) 0 iとよみつひめ」
(野方・粟村 2005) は，福岡県農業総合試験場豊前分

場で育成された品種で， 2015年の栽培面積 100haを目指

して生産振興を図っている。しかし，既存品種から「と
よみつひめ」へ品種を更新する際に，連作障害や株枯病

により改植困難な園地も多い(原因 2012)。

イチジク栽培における連作障害対策や株枯病防除法に

ついてはこれまでにいくつかの報告がある(外側ら

1999， Hosomiら 2002，2012，細見 2007，永井 2012)

が，未だに完全な対策は確立できていない。連作障害対
策では，強勢品種である iZidijや iKingj を台木とし

た接ぎ木苗を用いることで，被害が軽減されるが，株枯

病抵抗性は期待できないことが報告されている(細見
2007)。
株枯病対策では，農薬のかん注処理や湛水太陽熱消毒

等が有効であるが病原菌の根絶は難しい(永井 2012，
外側ら 1999) こと，台木用品種として iNegronnej が

期待できること (Hosomiら 2012)が報告されている。

豊前分場で育成されたイチジク台木用新品種「キパ

ノレ」は，株枯病に対してほ場抵抗性を持っとともに，連
作ほ場でも生育が良好で穂木品種の収量低下が少ない
(野方ら 2010) ことが報告されている。 iキパル」を

台木として，本県育成品種である「とよみつひめ」接ぎ

木苗を供給することで，イチジク既存園からの改植更新
が容易になる。また，既存品種である「蓬莱柿」や「桝
井ドーフィン」でも「キパノレ」台の接ぎ木苗を用いるこ

とで，樹勢の低下した老木や株枯病発生園での改植が可

能となる。

「キパル」を台木とした百木を生産するにあたって，

通常の落葉果樹の接ぎ木苗生産方法では，台木を 1年間

養成し，翌年に穂木品種を接ぎ木して百木を生産する
(町田 1978) ため，台木を含めた育成期聞が 2年間必

要となる。この方法は，挿し木当年に苗木の育成が完了，
出荷できるイチジクの一般的な挿し木による白根百生産
に比べて生産効率が劣る。一方，ブドウ等の挿し木繁殖

の容易な樹種では，台木と穂木品種の休眠枝同士を接ぎ
木し，そのまま挿し木する接ぎ挿しによって，挿し木苗
同様に l年で接ぎ木百が生産可能であり，既に実用化さ

れている(小池 2007)。イチジクも挿し木繁殖が容易
な樹種であり，細見 (2006) は，台木に iZidi jや

iKingj の切り枝を用い，穂木に「桝井ドーフィン」を

用いた接ぎ挿しによる接ぎ木苗生産で高い成功率が得ら

れたことを報告している。

そこで，本報告では，イチジクにおいて接ぎ木百生産

が l年でできる接ぎ挿しの実用性を明らかにするために，

「キパル」を台木として，穂木品種に「とよみつひめj ， 
「蓬莱柿j ， i桝井ドーフィン」を用いて接ぎ挿しを行

うとともに，接ぎ木百生産に 2年を要する揚げ接ぎや，

現在の一般的な苗木生産方法である挿し木を対照として，

*連絡責任者(果樹苗木分場:ushijima@farc. pref. fukuoka. jp) 受付2012年8月 1日;受理2012年11月17日
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第1表イチジク「キバルI台接ぎ木苗における穂木品種，接ぎ木法の遣いが苗木の活着率，生育，商品化率に及ぼす影響(2010年)
穂木品種 接ぎ木法接木時期活着率1) 新梢長1) 基部径1.2) 乾物重3)(耳) 商品化

(%) (cm) (mm) 地下部地上部 率1)(%)

100 140 16.7 74 bc4) 97 b 95 
100 120 17.1 114a 142a 90 
85 123 16.0 65 c 95 b 65 
80 116 17.1 107 ab 140 a 70 

苗の生育，活着率，商品化率について調査，検討を行っ
た。

材料および方法
2010年に農業総合試験場果樹首木分場のほ場で iキ

パル」を台木， iとよみつひめJ， i蓬莱柿」を穂木と

して接ぎ挿しにより百木を育成した。接ぎ挿しの方法を
第 l図に示した。すなわち，台木は休眠枝を長さ25cm

( 3節程度)で切り，芽をすべて削ぎ取り，穂木は休眠

枝を l芽(長さ 5cm程度)で切り，切り接ぎ後，接ぎ木

部と穂木部を接ぎ木用パラフインテープ(商品名・メデ
ール)で巻いて固定した。約50cm幅で、畝立でしたほ場に，

接ぎ木部が地際に 2~ 3cm程度出るように挿し木した。
接ぎ挿しは 3月30日に行い「とよみつひめ」のみ 4月

16日， 30日にも行った。対照の揚げ接ぎは 4月 2日に
前年春に「キノ勺レ」の穂木を長さ20cmで、挿し木して育成

した l年生百を掘上げ，台木長15cm，地上部長10cm程度

として，接ぎ挿し同様「とよみつひめJ， i蓬莱柿」の
穂木を l芽で接ぎ木して植え付けた。

各試験区20本を供試し，植え付け密度は列間80cm，株
間20cm とした。肥培管理は，挿し木後の 4~ 8月は土壌
が過乾燥とならないように適宜かん水を行い，追肥は 6，
7月に各 l回， 油粕を l本あたり 20~ 30 g (N成分で l
~l. 5 g)程度施用した。
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第 1図接ぎ挿しの方法

とよみつひめ
接ぎ挿し

量立産主
接ぎ挿し

最立援~'
接ぎ木法 。J

n.s. 

蓬莱柿

3月30日

4月 2日

3月30日

4月 2日

接ぎ木の活着率を 9月 3日に，新梢長と基部径(接ぎ木

部から10cm上)を11月20日に調査した。商品化率は，に
じ農業協同組合の果樹苗木(イチジク普通苗)規格に準

じて，基部径12mm以上，新梢長(台木含まず)80cm以上
の苗について，供試本数に対する比率で算出した。落葉

後の12月中旬に各試験区 5本を掘上げ解体し，自然乾燥

後， 60
0Cで48時間乾燥して地上部，地下部に分けて乾物

重を測定した。

2011年は， 2010年とほぼ同様に試験したが，台木「キ

パル」の長さを20cm( 3節程度) ，穂木品種を「とよみ

つひめJ， i桝井ドーフィンJ，対照として揚げ接ぎの
他に一般的なイチジクの苗木育成法である挿し木を追加

し，いずれも 4月 8日に実施した。 iとよみつひめ」の

接ぎ挿しのみ 4月18日， 28日にも実施した。挿し木は，
穂木を長さ20cm ( 3節程度)で切り，地上部に l芽が出

るように畝に挿し込み，地上部の切り口には癒合剤(ト
ップジンMベースト)を塗布した。各試験区の供試数は，
接ぎ挿しが20本，揚げ接ぎと挿し木が10本で、行った。

接ぎ木の活着率を 8月11日に，新梢長と基部径を11月
10日に調査した。解体調査は 2月下旬に各試験区 6本を
掘上げ，解体，乾燥後に側根(直径 5凹未満を小根，
5凹以上を中根) ，主根 1年枝 2年枝に分けて乾物

重を測定した。なお，主幹は地上部の体積に占める割合

が少なかったため，接ぎ挿し，挿し木では l年枝に，揚
げ接ぎでは 2年枝に含めて測定した。

結果
2010年の接ぎ木試験のうち，穂木品種と接ぎ木法の違

いが吉木の活着率，生育，商品化率に及ぼす影響を第 l

表に示した。活着率は， iとよみつひめ」が接ぎ木法に
かかわらず 100%で， i蓬莱柿」の接ぎ挿し85%，揚げ

接ぎ80%よりも高かった。 新梢長は 116~ 140cm，基部
径は16.0~17. 1mmで，いずれも接ぎ木法や品種聞に差は

なかった。乾物重は，地下部， 地上部ともに接ぎ木法で
有意差があり，接ぎ挿しの地下部65~74 g ，地上部95~
97 g に対し，揚げ接ぎがそれぞれ 107~114 g， 140~ 
142 gで，接ぎ挿しが有意に軽かった。品種聞に有意差
はなかった。商品化率は， í とよみつひめ」が90~95% ，
「蓬莱柿」が65 ~70%で，活着率同様 í とよみつひ

め」で、高かった。 iとよみつひめ」の接ぎ挿し時期の比

n.s. ** キ*

分散分析品種 目ふ n.S. n.s. n.s 

交互作用 n.s. n.s. n.s. n.s. 
1)活者率は9月3日，新梢長，基部径，商品化率(新梢長80cm以上，基部径12mm以上)は11月20日に調査
2)基部径は接ぎ木部から10cm上を測定

3)乾物重は，各区5本を12月中旬に堀上げ，自然乾燥後.60
0
Cで48時間乾燥して測定

4) Tukey法により縦列の異なる英文字問には5首水準で有意差あり
5)二元配置の分散分析により，**， n.sはそれぞれI弛水準で有意差あり.5高水準で有志差なし
6)供i試数は20本/区
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較では，商品化率が 4月16日で75%とやや低かったもの

の，活着率や生育に差はなかった(データ略)。

2011年の接ぎ木試験のうち，穂木品種と苗育成法の違

いが苗木の活着率，生育，商品化率に及ぼす影響を第 2
表に示した。また IとよみつひめJ， I桝井ドーフィ

ン」の苗育成法別の苗と挿し木苗の掘上げ後の写真を第

2， 3図に示した。活着率は I桝井ドーフィン」の挿

し木が90%，その他の区はすべて 100%で，試験区間に

差はなかった。新梢長と基部径は，百育成法に有意差が
あり ， 接ぎ挿しの新梢長 146~ 154cm，基部径16.O~ 
16.6mmに対し，揚げ接ぎがそれぞれ 172~ 183cm， 19.7 
~2 1. 4mm，挿し木が 166~ 167cm， 16.6~18 . 0mmで，接

ぎ挿しは揚げ接ぎより短く，挿し木よりやや短く，品種

間に有意差はなかった。乾物重は，地下部で苗育成法，

品種間，交互作用に有意差があった。苗育成法では，接

ぎ挿しが揚げ接ぎより軽く，接ぎ挿しと挿し木の比較で

は「とよみつひめ」では差がなく I桝井ドーフイン」

では接ぎ挿しが軽かった。品種間では，揚げ接ぎと挿し

木で「とよみつひめJが軽かった。乾物重の地上部は，

苗育成法，品種聞に有意差があった。苗育成法では，接
ぎ挿しが揚げ接ぎより軽く， I桝井ドーフィン」では接

ぎ挿しが挿し木より軽かった。品種間では，揚げ接ぎと

挿し木で「とよみつひめ」が軽かった。商品化率は，

「桝井ドーフィン」の接ぎ挿し，両品種の揚げ接ぎが

100%，両品種の挿し木が90%で差はなかったが Iと
よみつひめ」の接ぎ挿しが85%とやや低かった。 Iとよ

みつひめ」の接ぎ挿し時期の比較では，活着率が90~
100%で差がなく，新梢長，基部径， 地上部の乾物重が
4月 8日で、やや小さく，商品化率が 4月18日で 100%と

高かった(データ略)。

2011年の接ぎ木試験のうち，穂木品種と苗育成法の違

いが苗木の部位別乾物重に及ぼす影響を第 3表に示した。
側根のうち，小根は苗育成法，品種間に有意差があった。
苗育成法では，接ぎ挿しが揚げ接ぎより軽く，挿し木よ

りやや軽かった。品種間では，揚げ接ぎで「とよみつひ
め」が軽かった。中根は苗育成法，交互作用に有意差が

あった。百育成法では，接ぎ挿しが揚げ接ぎより軽く，

特に「桝井ドーフィン」でその差が顕著だ、った。また，

接ぎ挿しは挿し木よりやや重かった。側根の合計は，苗

育成法，品種間，交互作用に有意差があった。苗育成法

では，接ぎ挿しが揚げ接ぎより軽く，挿し木とは差がな

接ぎ挿し苗 揚げ接ぎ苗 挿し木苗

第 2図 苗育成法別イチジク「とよみつひめ」苗木の

掘り上げ後の外観

1) 2012年 2月27日撮影

2) 左.接ぎ挿し苗，中:揚げ接ぎ苗，右:挿し木苗

接ぎ挿し苗 揚げ接ぎ苗 挿し木苗

第3図 苗育成法別イチジク「桝井ドーフィンJ苗木

の掘り上げ後の外観

1) 2012年 2月27日撮影

2) 左:接ぎ挿し苗，中:揚げ接ぎ苗，右.挿し木苗

第2表イチジク「キパルJ台控ぎ木苗における穂木品種，首育成法の遣いが苗木の活着率，生育，商品化率に及ぼす影響(2011年)
穂木品種 苗育成法接木時期活着率1) 新梢長1) 基部径1.2) 乾物重3)(g) 商品化

(%) (cm) (mm) 地下部地上部 率1)(%)
接ぎ挿し 4月8日 100 146 b4

) 16.0 b 64 c 115 bc 85 
とよみつひめ 揚げ接ぎ 4月8日 100 183 a 19.7 ab 141 b 185 ab 100 

一一一一一一一置」五一一一_iljJ日一」旦L一一 166a_b __  1立:li一一主立.E___ 1呉L 一一_iQ_
接ぎ挿し 4月8日 100 154 ab 16.9 b 69 c 112 c 100 

桝井ドーフィン揚げ接ぎ 4月8日 100 172ab 21.4a 204a 249a 100 
挿し木 4月8日 90 167 ab 18.0 ab 104 bc 162 bc 90 
苗育成法 5) 

キ* ** ** ** 
分散分析 品種 n.5. n.s. ** * 

交互作用 n.s. n.5. * n.$. 
1)活着率は9月3日，新梢長，基部径，商品化率(新梢長80cm以上，基部径12mm以上)は11月20日lこ調査
2)基部径は接ぎ木部から10cm上を測定

3)乾物重は，各区6本を2月下旬に堀上げ，自然乾燥後， 60
0
Cで48時間乾燥して測定

4) Tukey法により縦列の異なる英文字聞には羽水準で有意差あり

5)二元配置の分散分析により， **， *はそれぞれl喝、 5弛水準で有意差あり， n.sは有意差なし
6)供試数は接ぎ挿し20本/区，揚げ接ぎ，挿し木が10本/区
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第3表イチジク「キバル」台接ぎ木苗における穂木品種，苗育成法の違いが苗木の部位別乾物重に及ぼす影響(2011年)
穂木品種 苗育成法 側根 主根 l年枝 2年枝

小根1) 中根2) 合計

w w w w w (£) 

接ぎ挿し 21.1 b3) 10.5 c 31.6 c 32.3 b 115.1 
とよみつひめ 揚げ接ぎ 38.3 b 34.1 b 72.3 b 68.8 a 139.9 45.1 

挿し木 30.6 b 6.8 c 37.4 c 28.9 b 111. 7 
接ぎ挿し 25.9 b 10.1 c 36.0 c 33.1 b 112.3 

桝井ドーフィン揚げ接ぎ 61.1a 56.0 a 117.1a 87.4 a 168.7 79.9 
挿し木 33.7 b 4.8 c 38.5 bc 65.3 a 161.9 

苗育成法 **4) ** ** ** * 
分散分析 品種 料 n.s. * ** * * 

交互作用 n.s. * * * n.s. 
1)小根は直径5mrn未満の根

2)中根は直径5mrn以上の根

3) Tukey法により縦列の異なる英文字聞には脱水準で有意差あり

4)二元配置の分散分析により，**， *はそれぞれl明、 5目水準で有意差あり， n.s.は有意差なし

5)乾物重は，各区6本を包月下旬に堀上げ，自然乾燥後， 600Cで48時間乾燥して測定

かった。品種間では，揚げ接ぎで「とよみつひめ」が軽

かった。主根は，苗育成法，品種間，交互作用に有意差

があった。苗育成法では，接ぎ挿しが揚げ接ぎより軽か

った。接ぎ挿しと挿し木の比較では， Iとよみつひめ」

で、は差がなかったが， I桝井ドーフイン」では接ぎ挿し

が軽かった。品種間では，揚げ接ぎ，挿し木で「とよみ

つひめ」が軽かった。 1年枝は苗育成法，品種聞に有意

差があった。苗育成法では，接ぎ挿しが揚げ接ぎより軽

く，挿し木とは「とよみつひめ」で差がなく， I桝井ド

}フィン」で軽かった。品種間では，揚げ接ぎ，挿し木

で「とよみつひめ」が軽かった。揚げ接ぎの 2年枝では，

品種間差があり， Iとよみつひめ」が軽かった。

考察
果樹の接ぎ木苗を 1年で育成する手法としては，ブド

ウで穂木，台木ともに 1年生休眠枝を用いて鞍接ぎする

方法が一般的に用いられている(植原 1993)。イチジ

クでは，細見 (2006)が台木として IZidiJや IKingJ
の休眠枝を40~50cmに切り，先端1/3の範囲に 1芽の

「桝井ドーフイン」の接ぎ穂を 1~ 2か所接ぐことで，

挿し木による自根苗と同様に 1年で接ぎ木苗が効率よく

育成できることを報告している。しかし，同時にこの手

法では，穂木品種を先端部 2カ所に接ぐため，台木品種

の休眠枝を40~50cmと長く用いており，多くの休眠枝の
確保が必要なことから，大量の古木生産は困難であると

述べている。

本報告では，株枯病にほ場抵抗性を持ち，連作に強い

台木「キパノレ」を用いて，効率的に接ぎ木苗を育成する

手法として，細見 (2006)の報告を参考に接ぎ挿しの実

用性を検討した。台木「キパ/レ」の休眠枝の長さについ

ては，これまで、に1O~40cmで、予備試験を行い， 20cm程度

で活着率，新梢の生育が優れた(朝隈未発表)ことや，

挿し木で苗木を育成する際の休眠枝の長さが20cm程度

( 2~ 3節)である(株本 1984) こと，さらに台木品

種の休眠枝の長さを短くすることで，接ぎ木苗の大量生

産が可能となることから，細見 (2006)の報告の半分の

長さである20~25cmで、試験を行った。

接ぎ挿しと揚げ接ぎ、について， 2カ年の「とよみつひ

めJ，単年度の「蓬莱柿J， I桝井ドーフィン」の試験

結果を比較すると，活着率に差はなかったものの，乾物

重が地下部，地上部共に接ぎ挿しで軽く，特に「桝井ド

ーフィン」でその差が顕著で、あった。乾物重を部位別に

みると，地下部では直径 5mm以上の中根や主根が接ぎ挿

しで顕著に軽かった。地上部では，接ぎ挿しにない 2年

枝が揚げ接ぎに加わることで，その差がより大きくなっ

た。また， 2011年は接ぎ挿しの新梢長が短く，基部径が

小さく， Iとよみつひめ」で商品化率がやや低い傾向が

あった。これは，揚げ接ぎでは 1年育成した根付きの台

木を用いることで，中根や主根が大きく， 2年枝の部分

もあるのに対して，接ぎ挿しでは台木も穂木同様に休眠

枝を用いることから，首に 2年目の部位がほとんどない

ことや，植え付け後に初めて発根することから初期生育

が劣り，その差が苗木の掘上げ時まで影響しているもの

と考えられた。また，活着率に差がなかったのは，イチ

ジクは挿し木の活着がきわめて良好で、，品種同士の接ぎ

木も容易である(細見 2007) ことから，根による地中

の養水分吸収開始も比較的早く，接ぎ木部の癒合も早い

ためと推察された。

接ぎ挿しと挿し木について， IとよみつひめJ， I桝

井ドーフイン」の単年度の試験結果を比較すると，活着

率，商品化率に差はなく，生育にも有意差はなかったも

のの， I桝井ドーフィン」の乾物重では接ぎ挿しで軽い

傾向がみられた。接ぎ木(挿し木)した 4月 8日時点で

の，接ぎ挿しの「キパノレ」台木径，挿し木の穂木径を比

較すると， Iとよみつひめ」がそれぞれ14.2，14.8聞と

差がないのに対して， I桝井ドーフィン」では15.5，
23.4醐と接ぎ挿しの台木径が有意に小さかった(データ

略)。径が小さければ，体積も小さく，枝内の貯蔵養分

も少ないと推測され，このことが生育に影響を及ぼし，

乾物重が軽くなったものと考えられた。今後は，台木径，

穂木径を揃えた試験を実施するとともに，年次の反復を

重ねて検討する必要がある。
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穂木品種聞の生育を比較すると， rとよみつひめ」は

「蓬莱柿」に比べ活着率や商品化率がやや優れたが，生

育には差がなかった。また， r桝井ドーフィン」に比べ

て活着率や商品化率に差はなかったが，生育が劣る傾向
がみられた。このように， rキパル」台で接ぎ木首を育

成する場合，穂木品種によって活着や苗木の生育に差が

出る可能性が示唆された。今後は，多くの穂木品種をキ

パル台に接ぎ木して，接ぎ木苗の生育の品種間差異を明

らかにする必要がある。

接ぎ挿しの時期については， 3月下旬~4月下旬で 2
カ年検討したが，一定の傾向はみられなかった。イチジ

クは，挿し木が 2~ 3月頃(株本 1984) ，接ぎ挿しが

3月頃(細見 2006) が適期とされており，今後は 2~ 3 
月の早い時期についても検討する必要がある。

これらのことから，イチジク「キパノレ」台を用いた接

ぎ挿しによる接ぎ木苗生産は，台木の休眠枝長を20~
25cmで使用で、きること，苗木生産に 2年必要な揚げ接ぎ

と比べると，活着率は同等で，新梢長，基部径，商品化

率に顕著な差はなく，乾物重が劣るものの，既存の苗木

生産法である挿し木による自根苗と比べると活着率，商

品化率に差はなく，生育にも顕著な差がないことが明ら

かとなり，接ぎ木苗を l年で育成する早期育苗法として

有効であると考えられた。

一方， rキパノレ」台接ぎ木苗の株枯病抵抗性について

は，台木の地上部長が25cm以上では実用性が確認されて
いるものの， 25cm以下では未確認で、あり(篠崎 2011) ， 
台木の地上部長が 0~25cmで、の実用'性を早急に明らかに

する必要がある。よって，株枯病汚染ほ場への栽植を前

提とする場合は，当面の対応策として「キパル」台木の

高さを地上25cmまで確保する必要があるため，台木長を

長くした接ぎ挿しゃ緑枝接ぎを用いた方法について現在
検討中である。
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